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世
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝

か
し
い
新
年
の
門
出
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
６
月
の
２
度
に
わ
た
る
大
雨
の

被
害
を
は
じ
め
、
8
月
末
か
ら
9
月
に
か

け
て
相
次
い
で
３
つ
の
大
型
台
風
が
接
近

す
る
な
ど
、
市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
自

然
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
誠
に
残
念
で
あ
り
ま
す
が
、
台

風
15
号
で
は
１
名
の
尊
い
命
が
犠
牲
と
な

り
ま
し
た
。
ご
遺
族
の
皆
様
に
は
心
よ
り

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被

害
を
受
け
ら
れ
た
市
民
の
皆
様
に
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
22
年
の

奄
美
豪
雨
、
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災

を
教
訓
に
、
昨
年
３
月
に
地
域
防
災
計
画

の
改
訂
、
８
月
に
は
九
州
地
方
整
備
局
と

大
規
模
災
害
時
の
応
援
に
関
す
る
協
定
を

結
ぶ
な
ど
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
全
世
帯
に
各
種
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
配
布
し
、
災
害
を
想
定
し
た
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
５
月
に
は
県
総

合
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、

さ
ら
な
る
防
災
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
観
光
・
交
流
分
野
に
お
い
て

は
、
昨
年
初
め
て
寄
港
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の

豪
華
客
船
ザ
ー
ン
ダ
ム
を
は
じ
め
と
し
た

大
型
ク
ル
ー
ズ
客
船
や
、航
空
機
の
チ
ャ
ー

タ
ー
便
に
よ
る
大
規
模
ツ
ア
ー
の
来
島
が

増
加
傾
向
に
あ
る
ほ
か
、
2
0
1
0
年
・

2
0
1
1
年
に
続
く
横
浜
D
e
N
A
ベ

イ
ス
タ
ー
ズ
の
秋
季
キ
ャ
ン
プ
を
は
じ
め

と
し
て
、
大
学
・
社
会
人
の
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ

ン
プ
が
堅
調
に
推
移
す
る
な
ど
、
明
る
い

兆
し
も
見
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

産
業
に
関
し
ま
し
て
も
昨
年
４
月
、
笠

利
地
区
に
情
報
通
信
産
業
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

ト
施
設
の
奄
美
市
I
C
T
プ
ラ
ザ
か
さ

り
の
供
用
が
開
始
さ
れ
、
誘
致
企
業
の
入

居
数
に
も
一
定
の
成
果
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
外
海
離
島
と
い
う
地
理

的
条
件
を
克
服
し
、
雇
用
を
創
出
す
る
た

め
に
も
情
報
通
信
産
業
や
さ
ら
に
は
観
光

物
産
の
分
野
の
推
進
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
奄
美
群
島
日
本
復
帰
60
周
年
の

節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
群
島
各
地
で
復

帰
を
記
念
し
た
各
種
行
事
が
執
り
行
わ
れ

る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
群
島
民
20
余
万

の
署
名
活
動
や
断
食
に
よ
る
無
血
民
族
運

動
な
ど
、
諸
先
輩
方
の
思
い
を
後
世
に
語

り
継
い
で
い
く
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

次
世
代
の
飛
躍
に
向
け
た
取
り
組
み
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

ま
た
、
環
境
省
か
ら
も
発
表
が
あ
り
ま

し
た
よ
う
に
、
早
け
れ
ば
今
年
一
月
に
も

世
界
自
然
遺
産
の
暫
定
登
録
リ
ス
ト
に
掲

載
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
豊
か

な
自
然
が
、
奄
美
群
島
と
沖
縄
に
と
っ
て

大
き
な
起
爆
剤
に
な
る
も
の
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
年
に
あ
た
り
、

皆
様
の
今
年
一
年
の
ご
多
幸
と
益
々
の
ご

健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。奄

美
市
長　

朝
山　

毅
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ま
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。
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迎
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び
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し
上
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ま
す
。
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年
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の
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月
末
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ら
9
月
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て
相
次
い
で
３
つ
の
大
型
台
風
が
接
近

す
る
な
ど
、
市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
自

然
災
害
に
見
舞
わ
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ま
し
た
。
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、
誠
に
残
念
で
あ
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ま
す
が
、
台

風
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号
で
は
１
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の
尊
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命
が
犠
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と
な
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ま
し
た
。
ご
遺
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の
皆
様
に
は
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よ
り
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み
申
し
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と
と
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に
、
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を
受
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た
市
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の
皆
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に
心
よ
り

お
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い
を
申
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ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
22
年
の

奄
美
豪
雨
、
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災

を
教
訓
に
、
昨
年
３
月
に
地
域
防
災
計
画

の
改
訂
、
８
月
に
は
九
州
地
方
整
備
局
と

大
規
模
災
害
時
の
応
援
に
関
す
る
協
定
を

結
ぶ
な
ど
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
全
世
帯
に
各
種
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
配
布
し
、
災
害
を
想
定
し
た
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
５
月
に
は
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総

合
防
災
訓
練
を
実
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る
予
定
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り
、
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災
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の
向
上
に
つ
な
が
る

取
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い
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す
。
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で
、
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光
・
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流
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に
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い
て

は
、
昨
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初
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て
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た
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の
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華
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チ
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会
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の
ス
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が
堅
調
に
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る
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ど
、
明
る
い
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も
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え
て
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す
。
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業
に
関
し
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て
も
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、
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利
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に
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ト
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の
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美
市
I
C
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プ
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か
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り
の
供
用
が
開
始
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れ
、
誘
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業
の
入
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数
に
も
一
定
の
成
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が
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れ
る
よ
う

に
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た
。
外
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と
い
う
地
理

的
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を
克
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し
、
雇
用
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創
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た

め
に
も
情
報
通
信
産
業
や
さ
ら
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光
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産
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野
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進
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努
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て
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る
と
こ
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ま
す
。

　

今
年
は
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群
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日
本
復
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60
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年
の

節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
群
島
各
地
で
復

帰
を
記
念
し
た
各
種
行
事
が
執
り
行
わ
れ

る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
群
島
民
20
余
万

の
署
名
活
動
や
断
食
に
よ
る
無
血
民
族
運

動
な
ど
、
諸
先
輩
方
の
思
い
を
後
世
に
語

り
継
い
で
い
く
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

次
世
代
の
飛
躍
に
向
け
た
取
り
組
み
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

ま
た
、
環
境
省
か
ら
も
発
表
が
あ
り
ま

し
た
よ
う
に
、
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け
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ば
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年
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に
も
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う
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が
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て
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り
、
先
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ら
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け
継
い
で
き
た
豊
か

な
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然
が
、
奄
美
群
島
と
沖
縄
に
と
っ
て

大
き
な
起
爆
剤
に
な
る
も
の
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
年
に
あ
た
り
、

皆
様
の
今
年
一
年
の
ご
多
幸
と
益
々
の
ご

健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
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の
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と
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し
ま
す
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山　

毅
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市
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、
皆
様
に
は
、
お

健
や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た

こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

奄
美
市
議
会
は
、
平
成
23
年
11
月
20
日
に

24
名
の
議
員
で
ス
タ
ー
ト
し
、
早
一
年
余
が

経
過
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
会
の
使
命
は
、
地
方
公
共
団
体
の
具
体

的
政
策
を
最
終
決
定
し
、
執
行
機
関
の
行
財

政
の
運
営
や
事
務
処
理
・
事
業
の
実
施
が
適

法
適
正
に
、
か
つ
公
平
・
効
率
的
に
な
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
監
視
す
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

　

一
昨
年
末
の
改
選
以
来
、
私
共
は
、
議

会
が
担
う
使
命
と
議
員
の
職
責
を
自
覚
し

つ
つ
、
議
会
の
議
決
権
の
重
み
や
議
会
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
市
民
の

意
思
を
反
映
さ
せ
る
べ
く
努
力
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
７
月
12
日
、
奄
美
市
議
会
は
他

市
に
先
駆
け
て
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
て

お
り
ま
す
が
、
本
条
例
に
基
づ
き
、
名
瀬
・

住
用
・
笠
利
に
お
い
て
議
会
報
告
会
を
開
催

し
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
て
お

り
ま
す
。

　

地
震
や
台
風
と
い
っ
た
地
球
規
模
で
の
災

害
が
多
発
し
て
い
る
昨
今
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
こ
と
か
ら
国
・

県
及
び
本
市
に
お
い
て
も
復
旧
・
復
興
に
向

け
た
取
組
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
歳
出
の
見
直

し
と
歳
入
の
確
保
は
最
大
の
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
昨
年
の
第
1
回

定
例
会
に
お
い
て
、
議
会
の
会
議
や
委
員
会

へ
の
出
席
の
際
の
費
用
弁
償
に
つ
い
て
、
こ

れ
を
廃
止
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
歳
出
の
削

減
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

9
月
議
会
で
は
、
民
意
を
反
映
す
る
た
め

の
政
策
の
立
案
と
提
言
を
積
極
的
に
行
う
た

め
、
基
本
条
例
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
が
進
め
て
お
り
ま
す
中
心
市

街
地
ま
ち
づ
く
り
事
業
や
指
定
管
理
者
制
度

に
つ
い
て
、｢

中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
事

業
検
証
特
別
委
員
会｣

並
び
に
「
指
定
管
理

者
制
度
検
証
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
事

業
の
進
捗
状
況
や
進
め
方
、今
後
の
方
向
性
、

指
定
管
理
者
制
度
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、

特
別
委
員
会
で
検
証
し
、
提
言
等
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
末
で
奄
美
群
島
振
興
開
発

特
別
措
置
法
が
期
限
切
れ
を
迎
え
ま
す
。
法

延
長
に
向
け
た
取
組
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
住
用
及
び
笠
利
庁
舎
の
建
設

に
本
年
度
か
ら
着
手
し
ま
す
。
名
瀬
本
庁
舎

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
基
本
構
想
を
策
定
中

で
あ
り
ま
す
。

　

奄
美
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
議
会

と
し
て
の
提
言･

要
望
等
を
と
り
ま
と
め
る

べ
く
、「
奄
振
延
長
・
提
言
特
別
委
員
会
」

並
び
に｢

奄
美
市
本
庁
舎
建
設
提
言
特
別
委

員
会｣

を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
奄
美
群
島
の
世
界
自
然
遺
産
登

録
の
前
提
と
な
る
国
立
公
園
化
へ
の
取
組
が

大
詰
め
を
迎
え
ま
す
。
世
界
自
然
遺
産
登
録

の
早
期
実
現
に
向
け
て
、
議
会
と
し
て
も
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
、
私
た
ち
24
人
の
議

員
は
奄
美
市
民
４
万
６
千
人
余
の
代
表
と
し

て
、
そ
の
役
割
と
責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
、

決
意
も
新
た
に
、
市
議
会
の
活
性
化
と
改
革

に
取
り
組
み
、
奄
美
市
を
更
に
魅
力
の
あ
る

ま
ち
に
す
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
一
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
輝

か
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

奄
美
市
議
会
議
長　

向
井　

俊
夫

　

市
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、
皆
様
に
は
、
お

健
や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た

こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

奄
美
市
議
会
は
、
平
成
23
年
11
月
20
日
に

24
名
の
議
員
で
ス
タ
ー
ト
し
、
早
一
年
余
が

経
過
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
会
の
使
命
は
、
地
方
公
共
団
体
の
具
体

的
政
策
を
最
終
決
定
し
、
執
行
機
関
の
行
財

政
の
運
営
や
事
務
処
理
・
事
業
の
実
施
が
適

法
適
正
に
、
か
つ
公
平
・
効
率
的
に
な
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
監
視
す
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

　

一
昨
年
末
の
改
選
以
来
、
私
共
は
、
議

会
が
担
う
使
命
と
議
員
の
職
責
を
自
覚
し

つ
つ
、
議
会
の
議
決
権
の
重
み
や
議
会
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
市
民
の

意
思
を
反
映
さ
せ
る
べ
く
努
力
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
７
月
12
日
、
奄
美
市
議
会
は
他

市
に
先
駆
け
て
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
て

お
り
ま
す
が
、
本
条
例
に
基
づ
き
、
名
瀬
・

住
用
・
笠
利
に
お
い
て
議
会
報
告
会
を
開
催

し
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
て
お

り
ま
す
。

　

地
震
や
台
風
と
い
っ
た
地
球
規
模
で
の
災

害
が
多
発
し
て
い
る
昨
今
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
こ
と
か
ら
国
・

県
及
び
本
市
に
お
い
て
も
復
旧
・
復
興
に
向

け
た
取
組
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
歳
出
の
見
直

し
と
歳
入
の
確
保
は
最
大
の
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
昨
年
の
第
1
回

定
例
会
に
お
い
て
、
議
会
の
会
議
や
委
員
会

へ
の
出
席
の
際
の
費
用
弁
償
に
つ
い
て
、
こ

れ
を
廃
止
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
歳
出
の
削

減
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

9
月
議
会
で
は
、
民
意
を
反
映
す
る
た
め

の
政
策
の
立
案
と
提
言
を
積
極
的
に
行
う
た

め
、
基
本
条
例
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
が
進
め
て
お
り
ま
す
中
心
市

街
地
ま
ち
づ
く
り
事
業
や
指
定
管
理
者
制
度

に
つ
い
て
、｢

中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
事

業
検
証
特
別
委
員
会｣

並
び
に
「
指
定
管
理

者
制
度
検
証
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
事

業
の
進
捗
状
況
や
進
め
方
、今
後
の
方
向
性
、

指
定
管
理
者
制
度
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、

特
別
委
員
会
で
検
証
し
、
提
言
等
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
末
で
奄
美
群
島
振
興
開
発

特
別
措
置
法
が
期
限
切
れ
を
迎
え
ま
す
。
法

延
長
に
向
け
た
取
組
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
住
用
及
び
笠
利
庁
舎
の
建
設

に
本
年
度
か
ら
着
手
し
ま
す
。
名
瀬
本
庁
舎

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
基
本
構
想
を
策
定
中

で
あ
り
ま
す
。

　

奄
美
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
議
会

と
し
て
の
提
言･

要
望
等
を
と
り
ま
と
め
る

べ
く
、「
奄
振
延
長
・
提
言
特
別
委
員
会
」

並
び
に｢

奄
美
市
本
庁
舎
建
設
提
言
特
別
委

員
会｣

を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
奄
美
群
島
の
世
界
自
然
遺
産
登

録
の
前
提
と
な
る
国
立
公
園
化
へ
の
取
組
が

大
詰
め
を
迎
え
ま
す
。
世
界
自
然
遺
産
登
録

の
早
期
実
現
に
向
け
て
、
議
会
と
し
て
も
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
、
私
た
ち
24
人
の
議

員
は
奄
美
市
民
４
万
６
千
人
余
の
代
表
と
し

て
、
そ
の
役
割
と
責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
、

決
意
も
新
た
に
、
市
議
会
の
活
性
化
と
改
革

に
取
り
組
み
、
奄
美
市
を
更
に
魅
力
の
あ
る

ま
ち
に
す
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
一
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
輝

か
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

奄
美
市
議
会
議
長　

向
井　

俊
夫
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犬
・
猫
の
適
正
飼
養
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
動
物
・
植
物
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

【登 録 へ向けたスケジュール】
①②③④⑤

世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
の
道

世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
の
道

　現在、奄美群島において世界自然遺産へ向けて様々な施

策を展開しています。

　大島本島内５市町村では、飼い猫の適正な飼養及び管理

に関する条例を平成２３年１０月１日付で施行いたしました。

　世界自然遺産を目指している大島本島内において、広域的

な取組みの一つとして、住民の動物愛護への意識を高めると

ともに飼い猫の野生化及び放し飼いによるアマミノクロウサ

ギその他の野生生物への被害を防止したいと考えています。

　また、奄美市においては、ポイ捨て等防止条例を平成２４

年４月１日から施行し、清潔で美しい街づくりへの協力と環

境美化に対する意識啓発に取り組んでいます。

　更に、生活環境の向上並びに自然環境及び生態系の保全

を図る事を目的に諸々の施策を行っておりますので、市民の

みなさまのご理解とご協力をお願いいたします。

市民のみなさまへ（お願い）市民のみなさまへ（お願い）

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
環
境
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

世
界
自
然
遺
産
に
つ
い
て
現
状
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
方
の
奄
美
・
琉
球
諸
島
の
世
界
自

然
遺
産
登
録
へ
向
け
て
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
世
界
遺
産
と
は

　

世
界
遺
産
と
は
、
１
９
７
２
年
（
昭
和

47
年
）
に
採
択
さ
れ
た
「
世
界
遺
産
条
約
」

に
基
づ
い
て
、
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関

（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
の
「
世
界
遺
産
一
覧
表

リ
ス
ト
」
に
記
載
登
録
さ
れ
た
遺
産
の
こ

と
で
、
国
家
や
民
族
を
超
え
て
人
類
が
共

有
し
、
次
世
代
に
受
け
継
い
で
い
く
べ
き

価
値
を
も
つ
遺
産
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

※
奄
美
の
世
界
自
然
遺
産
候
補
地

へ
の
選
定
と
遺
産
登
録
の
課
題

　

平
成
15
年
５
月
に
国
の
「
世
界
自
然
遺

産
候
補
地
に
関
す
る
検
討
会
」
に
お
い
て
、

奄
美
群
島
を
含
む
琉
球
諸
島
が
知
床
や
小

笠
原
諸
島
と
と
も
に
世
界
自
然
遺
産
候
補

地
の
１
つ
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
陸
と
の
分
離
結
合
を
繰
り
返
し
た

島
々
の
成
り
立
ち
を
反
映
し
た
多
様
で
固

有
性
の
高
い
生
態
系
を
有
す
る
こ
と
と
、

絶
滅
危
惧
種
の
生
息
地
と
し
て
重
要
な
場

所
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
結
果
で
す
。

一
方
、
課
題
と
し
て
絶
滅
危
惧
種
の
生
息

地
な
ど
重
要
な
場
所
の
一
部
は
十
分
な
保

護
措
置
が
と
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

　

十
分
な
保
護
措
置
と
は
、
保
護
地
域
の

指
定
、
外
来
種
対
策
、
希
少
種
の
保
護
が

主
要
な
課
題
で
す
が
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
、

地
域
全
体
へ
の
波
及
効
果
、
普
及
啓
発
な

ど
も
重
要
な
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

※
国
・
県
・
市
・
奄
美
群
島
広
域

事
務
組
合
の
取
組
み　

（
奄
美
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し
く
掲
載
し
て

あ
り
ま
す
）

　

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
、国
、県
、

市
、
奄
美
群
島
広
域
事
務
組
合
は
、
課
題

解
消
の
た
め
様
々
な
取
組
を
行
な
い
、
先

人
が
残
し
て
く
れ
た
貴
重
な
宝
と
し
て
の

自
然
（
豊
か
な
山
や
海
）
を
保
護
し
な
が

ら
未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
残
し
、
あ
わ
せ

て
、
持
続
的
な
観
光
振
興
に
も
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
向
け
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

　

実
際
に
奄
美
群
島
が
世
界
自
然
遺
産

と
し
て
登
録
さ
れ
る
に
は
、
公
的
な
保
護

措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
現
在
、
環
境
省
に
お
い
て
は
諸
々
の

手
続
き
を
進
め
て
お
り
、
平
成
25
年
度
中

に
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

な
お
、
最
速
で
、
平
成
28
年
６
月
世
界
遺

産
委
員
会
で
登
録
可
否
が
決
定
さ
れ
る
予

定
で
す
。
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世界自然 遺 産Q& A

お問い合わせ先：奄美市市民部環境対策課自然・環境保全係　 ５２－１１１１（内線 1242・1243）

【質問】  国立公園とは何ですか？
　　 ・  国立公園とは、 自然公園法という法律に基づいて指定さ

れる「自然公園」 の一種です。 自然公園は、 地域の自然そのもの

や自然風景を保護するとともに、 それらをレクリエーションや教育

などに活かすことを目的とした自然を主とする公園です。

・  自然そのものや自然風景を保護することが目的となっているの

で、 自然を保護する「保護地域」 の一種とも考えられています。

・  自然公園には、 国立公園、 国定公園、 都道府県立自然公園の３

種類がありますが、 国立公園はその中でも我が国を代表する優れ

た自然の地域が指定され、いわば日本を代表する自然地域で「国

の宝」 と言えます。

・  現在、 国立公園は全国に３０カ所指定されており、 国土面積の

約６％を占めています。

【質問】  国立公園に指定されると何もできなくなるのですか？
　　 ・  国立公園は、 その目的である自然そのものや自然の風景

の「 保護」 のため、 指定されれば一定の行為に規制がかかります

（ 許可制又は届出制）。 ただし、 国立公園区域は何もできないとい

うことではありません。

・  国立公園の区域は、 その保護の重要性の高低に応じて陸域で

は５種類、 海域では２種類の地種区分（ ゾーニング） がなされ、

規制の強弱も地種区分により異なります。 最も重要な地域は厳正

に保護する必要があるため厳しい規制がかかります（ 特別保護地

区や第１種特別地域） が、 事前に届出をすればいいという緩い規

制の地域もあります（ 普通地域） し、 住民生活等の維持のために

あらかじめ規制の適用を受けない行為も定められています。

【質問】  奄美の何が世界遺産に登録できるほどすばらしいので

すか？
　　 ・  奄美を含む琉球諸島は、 平成１５年に環境省と林野庁によ

り世界自然遺産の候補地（ 世界遺産として推薦すれば基準を満た

す可能性がある自然を有している地域） に知床、 小笠原とともに

選ばれました。

・  評価されたのは、 大陸とくっついたり離れたりを繰り返して今の

姿になった島々の成り立ちを反映して、 既に大陸では絶滅してし

まった生き物が生き残っていたり、 生き物がそれぞれの島で独自

の進化をとげて固有種となっているといった点です。 そのほか絶

滅のおそれのある動植物の生息地生育地として非常に重要な地

域であること等も評価されています。

つまり、 固有 ・希少な動植物の生息地生育地として、 奄美は非常

に重要な地域であるということです。 これら固有 ・希少な動植物

の多くは亜熱帯照葉樹林を住み処としているので、 固有 ・希少な

動植物を含む亜熱帯照葉樹林の生態系が世界遺産級と評価され

たと言えるでしょう。

【質問】  世界遺産に登録されるとどんな効果があるのですか？
　　 ・  一般的に世界遺産登録されれば、 国内的にも国際的にも

知名度は向上します。

この知名度の向上をうまく活かすことができれば、 観光地として

のイメージアップや観光振興、 農産物等物産のブランド化、 交流

人口や居住者人口への好影響などが効果として考えられます。

・  また、 自分の住む地域が人類共通の宝として認められることに

よる誇りや地域を大事にする心の醸成が期待されるほか、 遺産登

録までのプロセスや登録後の取り組みを通じて自分の住む地域を

改めて見つめ直し地域の将来を考える大きなきっかけとしての効

果が考えられます。

・ ただし、 これらは世界遺産になれば必ず得られるわけではなく、

従来からの地域の努力があって得られるものと考えられます。

※この掲載内容については、奄美市ホームページに詳しく掲載

してありますのでご覧ください。

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
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成人祝賀「奄美市地区対抗駅伝」の応援に行こう！
平成2５年１月２０日（日）　午前９時００分市役所前スタート

　　「成人の日」を祝い、地区対抗でたすきをリレーすることによって、市民の一体

感と明るく健康な街づくりの輪を広げる事を趣旨とした、地区対抗の駅伝も今年で 4

６回を迎えることになりました。小学生から５０歳代までのランナーが各地区の代表

として精一杯走りますので、沿道でのご声援をよろしくお願いいたします。

　　< 各中継所通過予定時刻及び選手区分 >

※なお、当日は自動車の通行が規制される場合があります。選手の安全確保のためご了承賜りますようお願いいたします。

　　特に、交通安全上の配慮から自動車で移動しての応援は絶対に行わないでください。

奄美市教育委員会事務局　市民スポーツ課　  ５２－１１１１（内線１７２７）

１月１０日（木） 参加申込締切　（朝９時～夕方６時まで受付）

2013２/ ３（日） 第
５
回

お問い合せ

お申込み先

「奄美観光　桜マラソン事務局」
ホームページ　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｅ－ｍａｒａｔｈｏｎ．ｊｐ／ａｍａｍｉ／
 〒８９４－００３４　鹿児島県奄美市名瀬入舟町１２－６
  ☎０９９７－５２－６１１１    　ＦＡＸ０９９７－５４－０９３４
  □　主  催　 奄   美   大   島   商   工    会   議   所
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有 料 広 告

郷土の益々の発展を祈念致します。
－設計・製作・施工－

超高層ビル自動ゴンドラ、有人ゴンドラ、エレベーター、
ダムウエター、メンテナンス、改修工事

営業種目

代表取締役　平　勝利 旧名瀬市大熊出身
関東地区輪内会会長・東京名瀬会副会長（ 　　　　　   　）

〒１２４－００１２　東京都葛飾区立石２－３４－５
☎０３－３６９１－９８１６（代）・FAX ０３－３６９３－４２７４

東京都知事許可 ( 般 - １２) 第１０２６８０号
東京労働局長許可第１８号・第２号

社団法人日本クレーン協会東京支部会員

　泉　千尋（大熊）　　　　中野　晴夫（ 仲勝）
　永井　裕志（宇宿）　　　 押川　光仁（大熊）

有 料 広 告

Q 加入するかしないかは本人の自由でしょ？

A 国民年金は、国内にお住まいの 20 歳以上 60 歳未満のすべての方が加
入することが法律で義務付けられています。

Q どこで手続きするの？

A 加入手続きは、奄美市各総合支所または奄美大島年金事務所（名瀬塩
浜町３－１）にて受け付けています。進学などで他の市町村へ住民票を移

している方についてはお住まいの市（区）役所または町村役場、もしくは

お近くの年金事務所で手続きできます。

Q 保険料はいくら？

A 国民年金の保険料は毎月 14,980 円（平成 24 年度）です。
　国民年金では、保険料を前払いすると割引がある「前納」という制度

があり、口座振替による「前納」と現金納付やクレジットカード納付によ

る「前納」があります。なお、口座振替で「前納」されると現金納付やク

レジットカード納付による「前納」よりも割引額が多くお得です。

Q 払えないときはどうすればいいの？

A 所得が少ないなど、保険料を納めることが経済的に困難な場合には、
ご本人の申請手続きによって、保険料の納付が「全額免除」または「一

部免除（一部納付）」される制度があります。

　また、学生の方については学生納付特例猶予という保険料の支払いが
猶予される制度があります。申請には学生証か在学証明書が必要です。

【お問い合わせ先】奄美大島年金事務所　　 0997-52-4341

新成人になる皆さんへ　国民年金のお知らせ

～ 20 歳になったら国民年金の加入手続きをしましょう～
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「名瀬地区」 ・ 「笠利地区」

奄美市水道事業業務委託職員募集

○　応募資格
① 55 歳未満で、市税等の滞納がない者
②名瀬地区検針員は、奄美市名瀬地区に
居住している者
③笠利地区検針員は、奄美市笠利地区に
居住している者
④原付免許以上を所持している者

○　募集人員
　　名瀬地区：2 名
　　笠利地区：1 名
○　業務内容
　　名瀬地区：水道メーターの検針
　　笠利地区：水道メーターの検針及び
　　　　　　   水道料金等の徴収
○　業務地区
　　名瀬地区：名瀬浜里町外 5 地区
　　笠利地区：笠利町辺留外３地区
○　就労日
名瀬地区メーター検針業務：毎月 1 日～ 10 日
笠利地区メーター検針業務：毎月 1 日～ 10 日
笠利地区料金徴収業務：毎月 1 日～月末
○　応募期間
　　平成 25 年１月 4 日（金）から
　　平成 25 年 1 月 25 日（金）まで
○　選考方法　　面　接

※名瀬地区でご希望の方は水道課業務係
へ、笠利地区でご希望の方は水環境課管
理係へ電話連絡の上履歴書等を持参し来
庁してください。

《お問い合わせ先》
名瀬地区　奄美市水道課業務係

（担当　玉利） 0997-52-1111（内 1786）
笠利地区　奄美市水環境課管理係

（担当　手島） 0997-63-1111（内 3091）



平成 25 年１月号　奄美市だより �

平成２５年度の償却資産の申告について( お知らせ)
　償却資産とは、会社や個人で工場や商店などを経営しておられる方が、その事業のために用いることができる機械・器具・

備品等の有形固定資産をいいます。このような償却資産で、その減価償却費が所得の計算上損金又は必要な経費に算入され

るものについては、固定資産税の課税対象となるところです。

　奄美市内で、このような償却資産をお持ちの方は、毎年１月１日現在の資産所有状況（資産の種類・取得価格・取得時期・

耐用年数など）を下記期日までに地方税法第３８３条に基づき奄美市税務課に申告していただくことになっています。

　新規に事業を始められた方又は、今まで申告をされたことのない方も、申告されますようお願いいたします。詳細については、

下記までお問い合わせください。

提出期限：平成２５年１月３１日（木）

提出先・お問合せ先：名瀬総合支所税務課　固定資産税係　　 ５２－１１１１内線（１１０６）

【委託業務等】

平成２５年度委託業務等入札参加資格審査申請について

○ 受付期間：平成２５年２月１日（金）から

　　　　　　平成２５年２月２８日（木）まで

○ 有効期限：平成２６年３月３１日まで

○ 業務内容：建物の維持管理、機械類の保守管理、施設・

設備の保守管理、道路・水路等の維持管理、収集運搬業務、

公告及び会場設営、調査・研究等、写真・映画、情報処理、

介護等、借り上げ、不要品売却、その他の業務など

※関係提出書類等については奄美市ホームページよりダウ

ンロードをするか、又は奄美市役所名瀬総合支所企画調整

課検査指導室にてお受け取りください。

奄美市ホームページ（http://www.city.amami.lg.jp/） ⇒ 行

政情報 ⇒ 委託業務等入札情報

○ 提出方法：持参または郵送による。

　受付票等が必要な場合は、返信用の封筒またはハガキを

宛先記入の上同封してください。

○ 提出先及びお問合せ先

　　奄美市役所名瀬総合支所　企画調整課　検査指導室

　　 ０９９７－５２－１１１１（内線１３２７）

【建設 ・ 測量 ・ 建設コンサルタント等】

平成２５年度競争入札参加資格審査申請書の提出について

○ 受付期間： 平成２５年１月７日～平成２５年２月２８日

　　　　　（土曜・日曜・祝祭日を除く）

○ 受付時間：午前９時から１２時まで、午後１時から５時まで

○ 受付場所： 奄美市名瀬総合支所

	 　　 企画調整課検査指導室

	 　　TEL 0997-52-1111( 内線１３２８)

（注） 申請書類は、記載内容を説明できる方がご持参くだ

さい。

詳細・様式につきましては、奄美市役所名瀬総合支所の企

画調整課で受け取るか、奄美市ホームページの入札情報を

ご覧ください。

　奄美市役所ホームページ > 街づくり > 入札情報（建設等

工事情報）

　(URL) http://www.city.amami.lg.jp/amami10/amami07.asp

○ お問い合わせ先

奄美市役所　名瀬総合支所　企画調整課検査指導室

０９９７－５２－１１１１( 内線１３２８)

平成２５年度入札参加資格審査申請書の提出について

○防災関係
　　・災害支援（防災）協定
　　・災害支援活動

○雇用関係
　　・消防団員雇用
　　・障がい者雇用
　　・保護観察対象者の雇用支援
　　・新規学卒者等雇用

○社会貢献活動
　　・ボランティア活動

平成２５年度の建設業者格付けにおける加点制度の導入について （お知らせ）

　奄美市において、近年、豪雨災害、台風災害などによる災害の発生が多くなっています。また、人口減少についても大き

な課題となっており、その対策も重要となっております。

　建設業においては、地域の雇用を支えるとともに、災害発生時の対応などに大きな役割を果たしており、また、河川・道

路等の清掃活動、各種のふれあい活動による地域住民との交流を行うなど、様々な社会貢献活動を行っています。

　このようなことから、側面から防災・雇用・社会貢献を支援することを目的とし、入札参加資格申請において下記のよう

な内容を考慮した加点制度の導入を予定しています。詳細につきましては、担当課までお問い合わせください。

奄美市役所　名瀬総合支所　企画調整課検査指導室　 ０９９７－５２－１１１１( 内線１３２８)

事業所の
みなさまへ
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 大島郡歯科医師会 ・ 鹿児島県歯科医師会 「８０２０運動」 達成者表彰式

　大島郡歯科医師会・鹿児島県歯科医師会は敬老の日に「８０２０運動」の達成者の方を表彰いた

しました。奄美市名瀬においては４名の達成者がおられ１１月１９日（水）奄美市名瀬中央公民館に

おいて「８０２０」達成者２名の方へ西　公教奄美市歯科医師会長より表彰状を授与いたしました。

奄美市名瀬「８０２０」達成者（敬称略）

　　　作田盛次　　８３歳　２４本　　　盛岡キヌエ　　８２歳　２５本
　　　森カズ子　　８２歳　３０本　　　保　　徳男　　８１歳　２６本

　歯を残すポイントを表彰状を授与された作田盛次さんは “ １日３回歯をしっかり磨き定期的に歯

科健診を受けている ” と話されています。なお、保　徳男さんは電動歯ブラシで磨き、歯の調子が

少しでも悪くなったらかかりつけ歯科医へすぐに行かれるそうです。

お二方とも何でもおいしく食べられるので、８０歳を超えているとは思えないほどお若くお元気でし

た。８０歳で２０本以上歯を保つよう市民の皆さん、頑張りましょう。

「高齢者元気度アップ・ポイント事業」
でいきいき元気！！

高齢者元気度アップ ・ ポイント事業とは

○高齢者の方々が、住み慣れた地域でいつまでもいきいきと元気に暮ら

せるよう、健康づくりやボランティアなどへの参加を支援する事業です！

○登録をされた高齢者が、健康づくりやボランティア活動に参加するこ

とでポイントがたまり、商品券へ交換できます！！

参加できる対象者は？

○奄美市に住む 65 歳以上の高齢者です。

どんな活動でポイントがもらえるの？

①地域の集会場等で行われる奄美市が実施・運営・管理する

介護予防活動

　 例：地域健康教室（名瀬・住用）　はつらつ教室（笠利）など・・・

②介護保険施設等におけるボランティア活動

③地域に住む高齢者への生活支援にかかるボランテイア活動

　 例：ゴミ出し・買い物・話し相手など

④  ②③のボランティア活動を行う方に対して行われる研修

　＊ボランティア活動を行うにあたっては研修を受けていただ

くことになります。

＊上記③の地域の高齢者への生活支援を行うには、活動団体（高

齢者を 2 名以上含む団体）の申請が必要です。

＊付与されるポイントは、活動内容によって違います。

詳しいお問い合せ・参加登録は・・・

( 名瀬 ) 高齢者福祉課 52 － 1111 内線 1695・1696

( 住用 ) 市民福祉課　 69 － 2111 内線 2111・2115

( 笠利 ) いきいき健康課 63 － 2299

活動の流れ

参加登録 活動に参加

ポイントがたまる 商品券に交換♪

健康づくりでもっと元気に！

ご自分ができることを地域の

中で発揮しませんか？ 行列のできるシステム活用相談教室
　システム活用に関する講演と相談会を下記の通り開

催します。普段システム活用に関して、疑問に思って

いる方、やりたいと思っているが迷っている方、お気

軽にお集まりください。

・ 漁業編　平成 25 年 1 月 27 日 ( 日 )10:00-12:30

・ 農業編　平成 25 年 2 月 24 日 ( 日 )10:00-12:30

・ 子育て世代編　平成 25 年 3 月 24 日 ( 日 )10:00-12:30

【場所】奄美市　ＩＣＴプラザかさり　２階会議室
【講師】奄美市　情報通信産業

　インキュベーションマネージャー
　サイバー大学 ＩＴ総合学部 准教授
　勝　眞一郎　氏

【参加上の注意】　参加費は無料
　会場の関係から先着２０名とさせていただきます。

【協力】　奄美情報通信協同組合
【参加申し込み先】

奄美市笠利総合支所産業振興課内 ( 担当：中江 )
  63-1111( 内線 3044)

救急医療情報キットとは…？
　健康上の不安がある方などの安全・安心を確保するた
めに、「かかりつけ医療機関」「薬
剤情報提供書（写）」「持病」など
の医療情報や、「健康保険証（写）」
などの情報を専用の容器に入れ、
冷 蔵 庫に 保 管しておくことで、
万一の救急時に備えるものです。
　配布対象者は奄美市内に在住し
ている①要支援・要介護認定を受
けている人②健康上不安を抱えて
いる人（難病患者など）。

　詳細及びお問い合わせは下記担当課まで

( 名瀬 ) 高齢者福祉課 52 － 1111 内線 1695・1696
( 住用 ) 市民福祉課　  69 － 2111 内線 2111・2115
( 笠利 ) いきいき健康課 63 － 2299
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農業従事者の皆さんへ
１月１０日は

「農業委員会委員選挙人名簿登載申請書」
の提出期限日（必着）です。
　平成 25 年 3 月 31 日～平成 26 年 3 月 30 日までの 1 年間農

業委員の選挙に使用します。

＊申請できる人

　１０アール以上の農地で年間６０日以上、耕作の業務を営ん

でいる人及びその同居の親族または配偶者並びに農業生産法

人の組合員または社員など。

＊申請期間

　平成２５年１月１日から平成２５年１月１０日までに各農業委

員会事務局に提出してください。

＊提出先及びお問い合わせ先

　奄美市名瀬総合支所　奄美市農業委員会　　　　　 52-1111

　奄美市住用総合支所　奄美市農業委員会住用分室　 69-2111

　奄美市笠利総合支所　奄美市農業委員会笠利分室　 63-1111

＊記入方法

・申請書の記入事項はすべて平成２５年１月１日現在の状況を

記入してください。

・耕作面積は世帯で実際に耕作している農地の合計を記入して

ください。

・押印をお忘れなく！

奄 美市笠 利地区
農 林 水 産物加工施 設のご 案内
　農林水産物の加工品製造や商品開発、研修、各種行事等の

際に笠利地区農林水産物加工施設をご利用いただけます。

　施設使用につきましては、下記問い合わせ先まで申請書を

提出いただき使用料を納めていただきます。

（加工機器等）
・シンク

・作業台

・熟成乾燥庫

・真空包装機

・ガスコンロ

・ミートチョッパー

・冷蔵室、冷凍室

（使用料金）
●奄美市笠利地区

　農林水産物加工施設使用料………１時間につき３００円

●冷蔵庫施設使用料（1 区画）……  １日につき６０円

●冷凍庫施設使用料（1 区画）……   1 日につき１０５円

備考１　利用時間は、準備及び後片付けに要する時間を含むも

のとする。

備考２　冷凍庫、冷蔵庫のご利用は 1 者 2 区画までとし、1 区

画の大きさは約１㎡

　お問い合わせにつきましては下記まで。

奄美市役所　笠利総合支所産業振興課

　 ６３－１１１１（内線３０４４）

県営住宅に入居を希望される方へ

　県営住宅の入居につきましては、抽選により空き家待

ち順位を決定しています。

　平成２５年４月以降の入居を希望される方は、下記

により申し込み手続きを行ってく

ださい。

　なお、現在申し込みされている方

も、新たに申し込み手続きをする必

要があります。

○対象となる住宅　

　奄美市、龍郷町及び瀬戸内町にある県営住宅

○申込書の配布・受付期間

  平成２５年２月１日（金）～２月２５日（月）

　　午前９時～午後５時　　　＊土日・祝日を除く

○抽選日

　３月７日（木）　午後２時から

○申込書配布・問い合わせ先

　（奄美市・龍郷町にある県営住宅）

　　　鹿児島県大島支庁建設課管理係

　　　０９９７（５７）７３３２　

   （瀬戸内町にある県営住宅）

　　鹿児島県大島支庁瀬戸内事務所総務課用地管理係

　　　 ０９９７（７２）２１１１　内線１２２

市
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
（
便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
）

市
県
民
税
第
４
期

・
国
民
健
康
保
険
税
第
７
期
の
納
期
限
は
1
月
31
日
で
す
。
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放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
25
年
度
第
１
学
期
（
４
月
入

学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科

学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、

職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
1
科
目
か
ら
学
習
す
る
選

科
履
修
生
・
科
目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち
の
方
な

ら
、
入
学
試
験
は
な
く
、
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学

で
き
、
4
年
以
上
在
学
し
て
、
124
単
位
を
修
得
し
卒

業
す
る
と
、学
士（
教
養
）の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い
方
に
は
「
放

送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
2
月
28
日
ま
で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー
（

０
９
９
ー
２
３
９
ー
３
８
１
１
）
ま
で
ご
請
求
く
だ

さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

一般コミュニティ助成事業で整備！

～笠利町土盛集落会～

　笠利町土盛集落会ではこの度、一般コミュニティ助成事業※を

活用し、テレビ、DVD レコーダー、音響器具一式、冷蔵庫、ジャーポッ

ト、扇風機、流し台、ガステーブル、会議テーブル、折りたたみ

椅子、カーテン一式、太鼓、クーラーボックスなどの様々な備品を、

宝くじの助成金で整備しました。

　これにより、今後の集落活動の充実が図られ、益々の集落活性化につながるものと期待いたして

おります。

※一般コミュニティ助成事業……財団法人自治総合センターが実施する宝くじの社会貢献広報事業で
あり、地域住民が行うコミュニティ活動に直接必要な備品等の整備に対して助成を行い、コミュニティ

活動の促進、自治意識の向上を図るものです。

＜整備した備品の例＞　流し台 ２台、ガステーブル ２台、冷蔵庫 １台

市
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
（
便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
）

市
県
民
税
第
４
期

・
国
民
健
康
保
険
税
第
７
期
の
納
期
限
は
1
月
31
日
で
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
奄
美
海
洋
展
示
館
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

  

１
月
と
い
え
ば
、
毎
年
、
各
地
区
で
成

人
式
が
行
わ
れ
ま
す
。
月
日
が
流
れ
る

の
は
早
い
も
の
で
す
ね
。
私
も
つ
い
こ
の

間
、
成
人
を
迎
え
た
よ
う
な
気
が
す
る

の
で
す
が
・
・
。

　

ま
た
、
名
瀬
・
笠
利
地
区
が
成
人
式

を
行
う
１
月
５
日
は
「
紬
の
日
」
で
あ

り
、
商
店
街
を
中
心
に
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。「
晴
れ
の
日
を
紬
で
・
・
・
」

と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。（
住
用
地
区
は
１
月
３
日
。）

　

さ
て
、
今
回
は
「
成
人
式
」
に
ち
な

ん
で
、
幼
魚
と
成
魚
で
は
姿
、
形
が
違

う
魚
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
は
ア
ジ

ア
コ
シ
ョ
ウ
ダ
イ
（
方
言
名
：
コ
デ
）
で

す
。
こ
の
魚
は
サ
ン
ゴ
礁
の
岩
場
な
ど

で
見
ら
れ
る
魚
で
50
セ
ン
チ
ほ
ど
に
な

る
そ
う
で
す
。
当
館
で
は
、
ど
ち
ら
も

大
水
槽
で
飼
育
し
て
い
ま
す
。

　

幼
魚
は
、
白
と
黒
が
混
じ
っ
て
お
り
、

背
部
に
３
個
の
黒
色
斑
が
あ
り
ま
す
。

「
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
カ
ラ
ー
」
と
い
っ
た
ら

い
い
で
し
ょ
う
か
。
と
て
も
か
わ
い
ら
し

い
で
す
。
成
魚
に
な
る
と
黒
色
斑
が
無

く
な
っ
て
い
き
黒
い
斑
点
だ
ら
け
の
水

玉
模
様
に
な
り
ま
す
。
個
人
的
に
は
か

わ
い
ら
し
さ
が
な
く
な
っ
た
気
が
す
る

の
で
す
が
・
・
・
。
幼
魚
は
成
魚
同
士
の

争
い
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
模
様
を
変
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

賢
い
で
す
ね
。

　

一
方
、
当
館
の
成
魚
は
他
の
魚
の
エ
サ

を
奪
い
取
っ
た
り
と
ま
だ
大
人
げ
な
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
少
し
成
長

し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
似
た
チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
コ

シ
ョ
ウ
ダ
イ
の
成
魚
も
い
ま
す
。
ど
ち

ら
も
体
中
に
黒
い
斑
点
が
あ
り
ま
す
が
、

斑
点
の
大
き
い
方
が
チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
コ

シ
ョ
ウ
ダ
イ
で
す
。
他
に
も
違
い
が
あ

る
の
で
、
観
察
し
な
が
ら
見
比
べ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

幼魚と成魚

奄美海洋展示館　 ５５- ６０００
ア ヤビキ 日記ア ヤビキ 日記

かりり

【アジアコショウダイ
(幼魚）】→

←【アジアコショウダイ
(成魚）】

【チョウチョウコショウ
ダイ(成魚）】→

お子さまの教育資金でお悩みの方へ！

○「国の教育ローン」は、高校・大学などに入学・在学

するお子さまを対象とした公的な融資制度（お 1 人につ

き 300 万円以内、ご返済期間は 15 年以内）です。

○母子家庭や東日本大震災の被災者の方に対する利率

低減措置なども実施しています。

○詳しくは日本公庫ホームページまたは

　コールセンター 0570-008656 まで

奄美奨学会からのお知らせ

奄美大島出身者の子弟で、大学等に在学し、成績優秀・

心身健全でありながら、経済的な理由により修学困難な

者に、修学に必要な資金を貸し付け、有用な人材を育

成するための制度です。

【貸与金及び期間】

・高専・短大・大学生：3 万円（正規の修学期間）

・大学院生：3 万 5 千円（正規の修学期間）

【貸与金の返済義務】

卒業後 6 カ月を経過した後、10 年以内の期間に、毎月

均等額以上を返還（無利息）

【申込締切】

4 月末日

必要書類等の詳細につきましては、下記までお問い合わ

せください。

財団法人　奄美奨学会

03-5298-8281

03-5298-8282

～七宝焼ふれあい教室～

〈期　　　日〉

　平成２５年２月３日 ( 日）

〈参加対象〉

　幼児から一般親子での参加も歓迎します。

〈内　　　容〉

　世界に一つの七宝焼を作ってみませんか。当日はブックマークや

キーホルダー、タイピンやストラップなどにデザインをします。

〈参 加 料〉

　素材によって材料代が異なりますので、詳細は少年自然の家ま

でお問い合わせください。

〈申込方法〉電話で少年自然の家まで直接申し込んでください。

〈申 込 先〉県立奄美少年自然の家　 ５３－１０３２

場　所：奄美市名瀬公民館ホール　午後 7 時～

1 月の上映作品

「男はつらいよ ～寅次郎 紅の花～」・・・・・1 月 11 日（金）

「嵐が丘」・・・・・・・・・・・・・・・・・1 月 18 日（金）

「快傑ゾロ」・・・・・・・・・・・・・・・・1 月 25 日（金）

お問い合わせ先：奄美市名瀬公民館　 52-1816

公民館 de MOVIE！ 入場無料！！
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　奄美市では昭和５３年に「１月５日を紬の日」と定め、２０１３年１月５日で３５回目を

迎えます。

　「紬の日」は、奄美の基幹産業である大島紬への認識を深めるとともに、大島紬の振興

による豊かな街づくりを推進するために、市民がこぞって紬を着用し、その良さを再認識

することを目的としています。

日時：平成２５年１月５日（土）１４：００～１７：３０

場所：ＡｉＡｉひろば
内容：・紬の日　ＣＨＡLLENGE　ＤＡＹ　チャレンジデイ２０１３

　　　・紬ＤＥパレード　・もちつき　・利き酒大会　・ふるまい酒

　　　・昔遊び（かった遊び（かるた）、目玉遊び（ビー玉）、おはじき、ゴム鉄砲）

　　　・ふくわらい　・記念撮影サービス　・呈茶コーナー

　　　・各種パフォーマンス

　　　　（サーモン＆ガーリック、ＡＭＯダンススクール、奄美高校郷土芸能部　他）

　　　・紬の反物・小物販売会　・スタンプラリー

　　　・お楽しみ抽選会（紬着用者のみ）

　　　※内容は変更になる場合があります。

などなど、盛りだくさん！

　また、今回も「チャレンジデー２０１３」と題し大島紬着用者数を集計することになり

ました。

｢～市民みんなで紬を着よう～１月５日は紬の日！目標６００人着用｣
　１月５日に大島紬を着用された方は、各事業所ごとに、またそれぞれで集計センター（奄

美大島観光案内所）へご報告ください。

　午後４時３０分からは紬ＤＥパレードをいたします。紬着用の皆さんはＡｉＡｉひろば

へお集まりください。

　この他、「紬の日」をテーマにした写真展も開催予定です。平成２５年１月５日（土）

に開催された第３５回「紬の日」に関連した場面を写真に撮ってご応募ください。プロ・

アマチュアを問わず、どなたでも応募できます。応募期間は平成２５年１月５日（土）～

平成２５年１月２５日（金）まで、入賞発表等の発表は２月の中旬を予定しております。

ディ！！みんなで紬を着ようでぃ！！どんな人も　どこででも！！

牛・豚・山羊・鶏（鳥類）などの家畜の飼養者は毎年１回県への報告をお願いします！
　家畜伝染病の「口蹄疫」や「高病原性鳥インフルエンザ」

の発生を受け、愛玩目的を含めて家畜を１頭（羽）でも飼養し

ている方は、その飼養状況などを毎年１回県へ報告することが

家畜伝染病予防法で義務化されています。

○対象者／牛、水牛、鹿、馬、めん羊、山羊、豚、いのしし、鶏、

あひる、うずら、きじ、だちょう、ほろほろ鳥、七面鳥を

飼養する方

○報告内容としては、

１．基本情報（規定の様式に記載します）

（１） 家畜の所有者 ( 管理者）の住所・氏名又は名称

（２） 農場の住所等

（３） 家畜の種類及び頭羽数等

+
　牛 2 頭以上､ 豚・山羊 6 頭以上、鶏 ( 鳥類 )100 羽以上
の飼育者は、 下記の内容も提出することとなります。

２．飼養衛生管理基準の遵守状況

（１） 飼養衛生管理の遵守状況

（２） 農場の敷地の平面図等

　　（衛生管理区域や消毒施設の設置箇所を明示）

（３） 埋却地の確保状況

第３５回｢ 紬の日のつどい｣第３５回｢ 紬の日のつどい｣
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感染性胃腸炎を予防して、楽しいお正月を！

　寒い冬の季節になりました。ノロウイルスやロタウイルスなどによる感染性胃腸炎や食

中毒が多く発生するため注意が必要です。ノロウイルスなどによる感染性胃腸炎は、毎年

１１月頃～翌年の４月頃まで発生が見られます。今年は、例年に比べてノロウイルスなどに

よる感染性胃腸炎の患者数が増加しています。

　感染力は非常に強いのですが、ウイルス自体に効くワクチンや薬がありませんので予防

が重要です。

予防のための４カ条

①手洗い（感染症予防の基本です）

　ウイルスを洗い流すため、外出から戻った時、調理の前後、

食事の前、トイレの後などは必ず石けんでよく手を洗いま

しょう。

　石けん自体には、手指についたウイルスを殺す力はあり

ませんが、手指からウイルスをはがしやすくする効果があ

ります。

②おう吐物・ふん便の処理

　おう吐物、ふん便を処理するときは、マスクとプラスチッ

ク手袋を着用し、周りを汚染させないようにしましょう。

★消毒には次亜塩素酸ナトリウム消毒液（塩素系漂白剤）

を使いましょう。ノロウイルスはアルコールに対する抵抗力

が強いため、アルコール消毒はほとんど効果がありません。

《消毒の方法》

　家庭用の塩素系漂白剤を水で薄めて、食器の消毒や拭き取

り等に使用します。６％の一般的な塩素系漂白剤の場合は、

水３L に、塩素系漂白剤１０ｍｌとなります。製品によって、

濃度が異なる場合がありますので、使用上の注意を確認して

ください。

③衛生管理

　調理器具の使用後は、ときどき次亜塩素酸ナトリウム（塩

素系漂白剤）に浸して殺菌しましょう。

　生ものを食べるのを極力避け、８５℃で 1分以上加熱調

理しましょう。

　もしも発症したら・・・

④食品などの加熱処理

　ノロウイルスの潜伏期間は２４～４８時間です。主な症

状は吐き気、おう吐、下痢、腹痛、軽い発熱などです。こ

うした症状が１～２日続いた後、回復し後遺症もありません。

感染しても発症しない場合や軽い風邪のような症状の場合

もあります。

もしも発症したら・・・	

子どもと高齢者は特に注意！！

　大人は免疫力が高いためウイルスが

体内に入っても重症になることはまれ

です。しかし、子どもや高齢者の場合、

少量のウイルスでも重症化する傾向が

あります。激しい嘔吐や下痢による脱

水症状に気をつける必要があります。

　寒い冬の季節、体調管理を行い、楽

しい冬休み・お正月を過ごしましょ

う！！

今月の保健師さん

大山由紀恵さん

かぜ・インフルエンザも予防しよう

　全国的に、かぜやインフルエンザが流行しています

が、元気にお過ごしでしょうか ?　かぜとインフルエン

ザは症状が似ています。かかる前に日頃から以下の点

に注意して過ごしましょう。

①バランスの良い食事を心がけましょう。
②日頃から疲れをためないよう十分な睡眠をとりましょ
う。
③外出から帰宅後は手あらい、うがいをしましょう。
④予防のため、外出時にはマスクを着用し出来るだけ人
ごみは避けましょう。
⑤室内を乾燥させない。乾燥はインフルエンザウイルス
が増えるのに最適な条件です。
⑥インフルエンザの予防接種を受けると重症化を予防し
ます。
⑦かぜかなと思ったら早めに医療機関を受診しましょう。
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　　　　県と契約した一次検診機関であれば、どこでも受診できます。直接、受診を希望される一次検診
　　　機関に電話等で予約・お問い合わせください。　※　一次検診機関になっている医療機関につい
　　　ては、県庁健康増進課へお問い合わせください。県への申込み・手続きは不要です。

　受診の際は、住所と生年月日が確認できる書類（運転免許証、健康保険証など）をお持ち下さい。

　鹿児島県保健福祉部健康増進課　がん対策・歯科保健係　099-286-2721

        なんきゃ、
　　しちもんにゃ？

奄美市在住５０歳、
奄美　黒太郎さんは知らんで
たまがった！！

県が検診費用を
一部負担っちだから、

低線量CT
肺がん検診が

今なら３，１５０円で
受診できるっちよー！！

　　　　　　実施期間

 　 平成25年

 ３月末まで
  （受診定員8,000人）

対象者　⇒⇒　５０歳以上（受診日時点）の鹿児島県民※（希望者）

　　　　　　　　　　　　　　　　検診費用

　通常　　　　　　　自己負担額

8,500円　　　　３,１５０円
　　　以上

　　　　　　　　　　　低線量CT肺がん検診一次検診機関名簿　（　奄美市分　）

　①　県立大島病院　：　奄美市名瀬真名津町18番1号　（0997-52-3611）
　②　奄美中央病院　：　奄美市名瀬長浜町16番5号　　 （0997-52-6565）
　③　大島郡医師会病院　：　奄美市名瀬小宿3411　　　（0997-54-8111）

※ただし、肺がん治療中や治療後の方、１年以内にレントゲン検査で異常を指摘された方
　（精密検査目的の方）は除きます。

メタボ健診推進キャラクター
奄美　黒太郎

受診するには・・・

持っていくもの

問い合わせ先

冬期の献血が下記の日程で行われます。みなさまのご協力をお願いいたします。

奄美市役所健康増進課　 0997-52-1111( 内線 1141)

平成２４年度 
県立大島病院 市民医学講座

   日時：平成 25 年 2 月 16 日（土）
　　　  午後１時３０分
　　　　　　　　～３時００分
   場所：県立大島病院　２階講堂

〈テーマ〉
　『脳卒中のはなし』
　座長　眞田純一　院長

〈内容〉
  １  治療と予防について
　　脳神経外科部長　平山先生  

  ２  マヒだけじゃないよ！
　　　脳卒中のリハビリは・・・
　　リハビリテーション部
　　　　　　　　　　瀬座技師
  ※参加費は無料。
　どなたでも自由にご参加ください。
　また、ご質問も承ります。

〈お問い合わせ先〉
　県立大島病院　総務課
　連絡先  0997-52-3611（3993）
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住用地区　11 月末人口　1,500 人　821 世帯（住民登録月報より）

　～奄美漁業住用支所が再開～

　去る 12 月６日（木）、奄美漁業住用支所（諏訪原清高代表）は、

台風により休業していた同施設を約２ヶ月ぶりに再開しました。

　この日は、「サワラの味噌漬け」や新作「魚かりんとう」等の 10

品を販売。

　久しぶりの再開とあって多くの買い物客でにぎわいました。

 

す
み
よ
い　

住
用
マ
ッ
プ
づ
く
り

　

去
る
、
11
月
22
日
（
木
）
住
用
町
内
の
自
主
防
災
会

を
対
象
と
し
た
「
す
み
よ
い　

住
用
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
各
自
主
防
災
会
へ
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
約

100
名
が
参
加
し
、
行
政
職
員
、
消
防
分
駐
所
と
共
同
で
、

通
常
時
や
災
害
時
に
見
守
り
が
必
要
な
方
の
リ
ス
ト
を

作
成
し
、
マ
ッ
プ
上
で
見
守
り
が
必
要
な
理
由
を
記
入
し

ま
し
た
。

　

平
成
22
年
10
月
20
日
の
奄
美
豪
雨
災
害
以
降
、
相
次

ぐ
台
風
災
害
や
豪
雨
で
、
住
民
の
防
災
に
対
す
る
意
識

が
高
く
、
住
用
管
内
で
は
平
成
24
年
度
に
は
自
主
防
災

組
織
率
が

100
％
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

今
後
は
、
見
守
り
が
必
要
な
方
か
ら
の
同
意
を
得
な

が
ら
、
登
録
申
請
書
を
作
成
し
、
行
政
が
支
援
カ
ー
ド

を
発
行
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
年
１
回
の
更
新
作
業
を
再
び
自
主
防
災

会
へ
呼
び
か
け
、自
助
・
共
助
・
公
助
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

年末年始の交通事故防止運動
啓発キャンペーン実施

　年末年始の全国事故防止を広くお知らせしようと、奄

美警察署、交通安全協会住用支部、交通安全母の会の皆

さんのご協力で、交通安全運動期間中の 12 月10 日（月）に、

　旧住用総合支所前の路上にて啓発チラシを配布するな

どキャンペーンを実施し、飲酒運転の根絶やシートベル

トの着用を呼びかけました。

【東城会場】

【住用会場】 【市会場】
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住用地区1月行事予定

住用町における1月の集合徴収日程について
　　　　　　　　　　　（お知らせとお願い）

※当日の詳しい徴収時間につきましては、改めまして集落の放
送等でご案内させていただきます。

　１月は、市県民税の第４期並びに国民健康保険税・後期高齢

者医療保険料及び介護保険料の第７期分の納期となっています
ので納期内に納付していただきますようよろしくお願いいたし
ます。
　また、未納分と過年度滞納分の市税についても当日会場で納
めることができますので、市民の皆様のご協力をお願いします。

午前 午後

１月２２日（火）

市・戸玉、

見里・摺勝、

西仲間・石原

山間・上役勝、

川内・東仲間、

城・和瀬

※ごみ出しは８時３０分までに収集場所へ

世界遺産のまちづくり講演会

　住用地区では今年度、世界自然遺産登録を地域の活性化につなげ
るため、住民ネットワークグループ「すみようヤムラランド実行委
員会（略称：ヤムラランド）」を立ち上げました。１２月現在、５６
名の住民が参加し、地域産業活性化のための会議や観光プログラム
づくりなどの活動をしています。
　ヤムラランドでは、下記の日程で公開講演会を行います。メンバー
でない方も、お気軽にご参加ください。
■１月 13 日（日）10:00 ～ 12:00　住用公民館別館（児童館）

「世界遺産のまちづくり講演会（仮）」
講師：八重樫忠郎（岩手県平泉町職員）
2011 年に世界文化遺産に登録された平泉町。住民ガイド検定や町
並み整備など、平泉町で取り組んできた観光客の受入態勢について
学びます。
　すみようヤムラランド実行委員会についてのお問い合わせは
奄美市住用総合支所　産業建設課　産業振興係

 0997-69-2111（内線 2311）担当：にいもと・くわの　までお願い
します。

～住用小学校４年生が日本鳥類保護連盟会長賞を受賞～

　11 月 26 日（月）、住用小学校４年生の５人は、環境省で行われま
した「第 47 回全国野生生物保護実績発表大会」で発表をし、日本
鳥類保護連盟会長賞を受賞しました。
　この取り組みは、平成 18 年度から３・４年生が総合的な学習に取
り組んできた「リュウキュウアユの観察をしよう」の中で、学習した
ことを生かして保護活動を行っています。
今では、ＰＴＡ活動や地域へも広がりを見せはじめています。
一次審査を通過し、全国で選ばれた１０団体がその取り組みを発表
し、評価されました。
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笠利地区　11 月末人口　6,265 人　3,090 世帯（住民登録月報より）

　第 21 回奄美市笠利まちおこしフェスティバル開催

　　～ふれあい・学び合う・心豊かなまちづくり～
　12 月 9 日（日）太陽が丘総合体育館で第 21 回奄美市笠利まちおこしフェスティバルが開催されました。
産業振興部門・いきいき健康部門の表彰や意見発表、かさりっ子郷土芸能発表・大島北高等学校（北大島太鼓部）による活動発表
朝花節大会の他、今年はアメリカ合衆国・ナカドゥチェス市交流派遣事業発表や奄美市軽トラ市も開催され、たくさんの人々で賑
わいました。

【いきいき健康の部】
　○ 8020 運動推進事業（80 歳で 20 本以上の歯を保っている方）
　　川畑　忠雄（外金久）・安田　タキ子（佐仁２区）・朝　シカエ（笠利２区）
　　水野　哲哉（笠利２区）・加　健隆（佐仁１区）・大山　義弘（平）・大山　文江（平）

　○むし歯ゼロ（小学校６年生・中学校３年生が対象）
　　赤木名小学校　登山　明日香
　　笠利小学校　　森　翔哉・大野　愛
　　節田小学校　　飯田　夕日
　　赤木名中学校　中村　利菜・南　隆正
　　笠利中学校　　河野　和広・栄田　光虹・豊田　翔・山 　航
　　　　　　　　　奥　瑠莉香・中野　日向・長井　志帆

【産業振興の部】
　○商工部門　松山　茂治（須野）

【朝花節大会】
　○少年の部　　最優秀賞　藤田　菜々　（笠利３区）　優秀賞　辻　美里　（名瀬平田町）　　奨励賞　中　梨乃（外金久）
　○一般の部　　最優秀賞　平田　まりな（名瀬小浜町）優秀賞　笠利　ひさな（笠利１区） 奨励賞　川口　成美（万屋）

　11 月 25 日（日）四大行事の最後を締

めくくる第 51 回笠利町内一周駅伝競走

大会が開催されました。

　沿道や中継地点で多くの住民が声援を

送るなか、赤木名Ａチームは 1 区でトッ

プに立つと独走態勢に。各区間で安定的

な強さを見せ、8 連覇を達成しました。

　また、第 1 区の中学生女子、第 10 区

の小学生男子の区間において新記録も出

ました。

　結果は次のとおりです。

【団体の部】
Ａクラス　優勝　赤木名Ａ　②笠利Ａ　③節田Ａ
Ｂクラス　優勝　赤木名Ｂ　②佐仁  　③節田Ｂ

【区間成績】
１区★①濵崎　優汐（赤木名Ａ） 6:57  
②元　由香莉（赤木名Ｂ )　③川畑　佳奈（笠利Ａ）

２区　①西田　貴仁（節田Ａ）  16:03　
②中田　優　（赤木名Ａ） 　③豊田　剛志（笠利Ａ）

３区　①里　建一郎（赤木名Ａ）19:36　
②山田 三貴也 ( 節田Ａ )  　③上村　広大〈宇宿）

４区　①俣川　祐輝（赤木名Ａ）17:57
②上﨑　博輝（屋仁 )　　③田畑　文博（笠利Ａ）

５区　①牧野 圭一郎 ( 赤木名Ａ ) 13:23
②日高功之亮（笠利Ｂ )　③日高　健児（笠利Ａ）

６区　①山田　弓　（緑が丘） 　6:36  　
②平島　美来（屋仁）③奥　里々愛（佐仁）

７区　①榮  友一　（節田Ａ）　10:52  　
②大崎　拓海（笠利Ａ）③谷村　喬文（手花部）

８区　①南　美空翔（佐仁）8:25
②山岸　航　（笠利Ａ )　③島袋　晃一（赤木名Ａ）

９区　①新納　一一（笠利Ａ）   8:27　　
②松田保佐美（宇宿 )　③盛　康隆（手花部）

10区★①池田　勇建（屋仁）6:09
★②榮　友次郎（節田Ａ )6:13  ③熊本　翔（佐仁）

11区　①大川　菜々子 ( 赤木名Ａ ) 7:30
②泊　愛永　（赤木名Ｂ ) ③山田　智菜美（節田Ａ）

12区　①田代　拓実（手花部）　14:50
②中村　太郎（笠利Ｂ） ③津止　勝仁（節田Ｂ）

13区　①本間　泰信（節田Ａ）　 9:37　　
②長井　勝志（赤木名Ａ )　③中村　康信（笠利Ａ）

14区　①中山　和希（屋仁）　10:11
②野島　由華（赤木名Ａ ) ③榮　あかり（赤木名Ｂ）

15区　①重野　竜太（赤木名Ａ）26:39  　
②中村　明　（笠利Ａ )　③山田　武流（節田Ａ）
★は新記録

【新人賞】
○俣川　祐輝（赤木名Ａ）

【特別功労賞】
○松田保佐美（宇宿） 25 回出場
○瀧田　達也（宇宿） 25 回出場
○榊　兼悟　（節田） 15 回出場
○重野　竜太（赤木名 )10 回出場
○牧野圭一郎（赤木名 )10 回出場
○諏訪　伸久（屋仁） 10 回出場
○大瀬　翼　（宇宿） 10 回出場

【いきいき健康家族賞】
○平島祐樹・亜衣里・未来（屋仁）　
○熊本愛樹・春樹・翔    （佐仁）
○榊　兼悟・章悟・佳乃  （節田）
○日高功之亮・健児・諒　（笠利）

【躍進賞】　節田Ｂ

第 51 回奄美市笠利町内一周駅伝競走大会　　～赤木名Ａが独走で優勝～
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南
国
の
奄
美
大
島
と
は
い
え
、
さ
す
が
に
寒
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
北
高
生
は
毎
日

明
る
く
元
気
で
す
。

　

11
月
は
行
事
も
多
く
、
楽
し
く
充
実
し
た
月
で

し
た
。
特
に
、
自
分
た
ち
が
地
域
の
中
の
一
員
で

あ
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
行
事
が
続
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
高
校
生
は
も
う
、
地
域
の
立
派
な
担

い
手
で
す
。
そ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
自
覚
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
。
保
護
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
地

域
の
皆
さ
ん
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
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◇
粗
食
の
日
【
11
月
22
日
（
木
）】

　

全
校
あ
げ
て
取
り
組
ん
だ
「
粗
食
の
日
」・
・
・

こ
の
日
の
昼
食
は
、お
に
ぎ
り
又
は
、白
ご
飯
だ
け
。

お
か
ず
は
漬
け
物
程
度
で
飲
み
物
も
お
茶
や
水
で

我
慢
で
す
。
菓
子
パ
ン
・
ジ
ュ
ー
ス
は
一
切
無
し
！

購
買
部
で
も
自
動
販
売
機
で
も
買
え
ま
せ
ん
。
生

徒
は
も
ち
ろ
ん
、
職
員
も
、
自
作
の
お
に
ぎ
り

等
を
持
ち
寄
っ
て
食
べ
ま
し
た
。
日
頃
の
贅
沢
さ

と
、
美
味
し
く

食
べ
ら
れ
る
幸

せ
を
か
み
し
め

な
が
ら
・
・
・

食
べ
盛
り
の
高

校
男
子
に
は
、

ち
ょ
っ
と
大
変

な
一
日
だ
っ
た

の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

◇
災
避
難
訓
練
【
11
月
30
日
（
金
）】 

　

地
震
が
発
生
し
、
そ
の
後
の
津
波
の
危
険
が
あ

る
と
の
想
定
で
、
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

津
波
を
想
定
し
て
の
訓
練
は
、
昨
年
に
続
い
て
２

回
目
で
す
。
生
徒
達
は
、
一
度
裏
門
へ
集
合
し
、

峠
を
登
り
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
記
憶
も
ま

だ
新
し
く
、
み

ん
な
真
剣
な

表
情
で
訓
練
に

臨
ん
で
い
た
よ

う
で
す
。

　

災
害
は
い
つ

起
こ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
日

頃
の
訓
練
を

大
切
に
し
た
い

も
の
で
す
。

笠利地区１月行事予定

「第２３回赤木名環境美化活動」

寄 

附

　

次
の
み
な
さ
ま
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
芳
名
を
記
載
い
た
し
ま
す
。

●
香
典
返
し
（
名
瀬
）

上
村　

忠
義 

様	

	

（
井
根
）	

亡 

父	

上
村　

哲
次 

様

谷
村　

洋
子 

様	

	

（
真
名
津
）
亡 

夫	

谷
村　

恒
良 

様

唯
吉　

敏
子 

様	

	

（
長
浜
）	

亡 

母	

中
江　

ツ
ギ 

様

森
山　

す
だ
子 

様	

	

（
真
名
津
）
亡 

夫	

森
山　

照
夫 

様

●
香
典
返
し
（
笠
利
）

仲
谷　

テ
ツ
子 

様	

	

（
佐
仁
）	

亡 

夫	

仲
谷　

政
男 

様

西　

隼
人 

様	

	

（
笠
利
１
区
）
亡 

母	

西　

ヨ
チ 

様

村
田　

慎
吾 

様	

	

（
手
花
部
）
亡 

姉	

髙
田　

玲
子 

様

日
高　

啓
琢 

様	

	

（
笠
利
３
区
）
亡 

母	

日
高　

キ
ミ 

様

●
一
般
寄
附
（
名
瀬
）

だ
っ
こ
ち
ゃ
ん 

様	

中
山
敏
春
・
登
山
達
也 

様

奄
美
大
島
信
用
金
庫
古
田
支
店 

様

て
ぃ
だ
っ
こ 

様

第３回海の道太陽ヶ丘ウォーキング大会

　12 月２日（日）、第３回海の道太陽ヶ丘ウォー

キングが太陽が丘総合運動公園を発着点にあり、

7.5 キロと 11.5 キロの２コースに家族連れなど約

120 人が参加しました。当日は、あいにくの天気

でしたが参加者は美しい海岸線やサトウキビに囲

まれた農道を思い思いのペースで歩き、心地よ

い汗を流しました。

　大会後には健康相談やお楽しみ抽選会も行わ

れました。

11

11 9

11 16

11 22

11 30

11

11 9

11 16

11 22

11 30
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【お問い合せ・予約先】　市民協働推進課市民生活係
　　　電話：５２-１１１１  （内線 1715・1716）

無料法律相談
1～2月相談日のお知らせ（派遣相談）　※必ず電話予約が必要です。
・１/１０（木）正込　健一朗　弁護士（午後1時～4時半）
・１/１７（木）鈴木　穂人　弁護士（午前9時半~11時半）
・１/２４（木）小山　献　　弁護士(午前11時～12時,午後1時～3時半)
・２/１４（木）大倉　克大　弁護士（午後1時～4時半）
・２/２１（木）正込　健一朗　弁護士（午前9時半～11時半）
・２/２８（木）本間　大寿　弁護士（午前11時～12時,午後1時～3時半）

多くの方にご利用していただきたいので、原則ひとり年１回とさせていただきます。

名瀬公民館  大型絵本紹介！

奄
美
市
社
会
福
祉
協
議
会　

無
料
法
律
相
談

【日
時
】
1
月
19
日

（土
）
午
後
1
時
30
分
～
4
時

【担
当
】
里
村　

紀
幸　

司
法
書
士　

【予
約
】
先
着
5
名　

 
 

52

－

７
６
０
１

「法務局サンデー相談所」
の開設について

　平日多忙で相談を受けることが出来ない皆様
のために、下記のとおり「法務局サンデー相談所」
を開設します。なお、相談は無料で、法務局職
員及び公証人が担当し、秘密は厳守されます。

■日　時：平成２５年１月２７日（日曜日）
　午前１０時～午後４時（受付は３時３０分まで）
■場　所：鹿児島地方法務局奄美支局
　奄美市名瀬入舟町２３ー１
■相談内容
　土地や建物の登記（売買・相続など）、
　会社の登記（設立・役員変更など）、
　戸籍・国籍（養子縁組・国籍取得など）、
　供託（地代・家賃など）、人権（いじめ・ＤＶなど）
■お問い合わせ先　 鹿児島地方法務局奄美支局
　（担当：益田　 52-0376）

平成 26 年１月から、 記帳 ・ 帳簿等の

保存制度の対象者が拡大されます

　個人の白色申告者のうち前々年分あるいは

前年分の事業所得、不動産所得又は山林所得

の合計額が 300 万円を超える方に必要とされ

ていた記帳と帳簿書類の保存が、これらの所

得を生ずべき業務を行う全ての方（所得税の

申告の必要がない方を含みます。）について、

平成 26 年１月から同様に必要となります。

　詳細は、国税庁ホームページ（http://www.
nta.go.jp）に掲載されています。

大島税務署（ ５２－４３２１）

　名瀬公民館　及び　各分館に所蔵している “ 大型絵本 ” の紹介です。

　学校等での読み聞かせに大活躍間違いなしですよ！！

　貸出期間は 1 週間，1 回で 3 冊まで貸出可能です。

　なお、読み聞かせ等で利用される方のみの貸出しで、子どもたちへの個

人的な貸出しは行なっておりません。

【名瀬公民館】

＊『からすのパンやさん』　＊『なにをたべてきたの』

＊『すてきな三にんぐみ』　＊『もこ　もこもこ』

＊『おまえうまそうだな』　＊『花さき山』	 … ほか　　　　　　　

【四谷分館】

＊『おばけのてんぷら』　　＊『よくばりすぎたねこ』

＊『かわいそうなぞう』　　＊『ぶんぶくちゃがま』	 … ほか

【伊津部分館】

＊『おしゃれなおたまじゃくし』　＊『おっぱい』

＊『おばけのバーバパパ』　　　＊『シンドバットのぼうけん』　… ほか
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奄美振興会館催物のご案内

鹿 児 島 県 奄 美 パ ー ク 　 イ ベ ン ト の ご 案 内

Ａ ｉ Ａ ｉ ひ ろ ば イ ベ ン ト 予 定 表  5 2 - 1 7 7 8

※ 都合により日程や時間が変更になることがあります。　AiAiひろば  TEL 52-1778

※上記の健診場所は奄美市保健センターです。
※笠利地区・住用地区については、各地区のページをご覧ください。

健診日程　名瀬地区　52-1111

※主催者の都合により、開演時間･入場方法等が変更になることがあります。
お問合わせは、それぞれの主催者へお願いいたします。奄美振興会館 TEL 54－1211 FAX 52－6852

※ 都合により日程や時間が変更になることがあります。
※1月の休園日は16日（水）です。（年始は開園しております。）
※平成23年4月より年間パスポートを導入致しました。（大人1200円、高大800円、小中600円）

　  ※お問い合わせ　　奄美パーク・奄美の郷 TEL 55-2333　　　田中一村記念美術館 TEL 55-2635

日 行事名 備考（対象者など）

1/8（火） 4か月児健診 13:00 ～ 13:15 平成24年9月生

1/8（火） 7か月児相談 9:30 ～ 9:45 平成24年5/16～6/15

1/17（木） ３歳児健診 13:00 ～ 13:15 平成21年8月生

1/18（金） １．６歳児健診 13:00 ～ 13:15 平成23年7月生

1/23（水） 母子健康相談 9:30 ～ 11:00 －

受付時間

日 行事名 時間 料金 主催

1/3（木）
新春　
奄美ことわざカルタ大会

受付：14時～ 無料
奄美ことわざカルタ実行委員会
(問）080-2936-2604（上原）

1/5（土） 第8回AiAiフリーマーケット 9時～
出店料：500

円
(株)まちづくり奄美
（問）52-1778

1/5（土）
開発基金
「AiAiひろば土曜相談窓口」

10時～15時 無料
鹿児島群島振興開発基金
（問）52-4511

1/5（土） 「紬の日」 14時～17時30分 無料
紬の日実行委員会
（問）52-1111(紬観光課)　内線1437

1/13（日）
食の安全・安心を考える
講演会

13時30分～ 無料
奄美市市民協働推進課　市民生活係
（問）52-1111　内線1715・1716

1/15（火） すきすき紬デー 14時～16時30分 無料
あまみーる
（問）57-0210

1/16（水）
社会人（高校生・保護者）のた
めの進学相談会

17時30分～ 無料
奄美看護福祉専門学校
（問）54-9111

1/20（日） 第7回”奄美ティダの輪市” 10時～15時 無料
奄美ティダの輪
（問）53-5302

1/26（土） あいあいカフェ 14時～17時 無料
男女共同参画あまみ会
（問）52-1111　内線1737

日 行事名 開始時刻 料金等 主催

1/5（土）
平成25年
「新成人のつどい」

受付 10:00
開式 11:00

関係者
奄美市教育委員会生涯学習課
（52-1111　内線1726）

1/13（日） ぬ～でん市（一万人広場） 9:00～12:00 出店料　500円
わきゃ島リユース
 （53-8121：田畑）

1/20（日） フリーマーケット（一万人広場） 9:00～15:00
出店料
　個人　1,000円
　団体　2,000円

名瀬フリーマーケット市民の会
 （090-3662-0110：西）

1/24（木）
平成24年度第22回
大島地区高校総合文化祭（作品展
示）～27日（日）

9:00～17:00 無料
県立与論高等学校
（0997-97-2064）

1/24（木）
平成24年度第22回
大島地区高校総合文化祭（舞台発表）

13:00～
17:00

無料
県立与論高等学校
（0997-97-2064）

日 行事名 開始 終了 入場料

1/1（火）
小牟禮雄一絵画作品展　「森海のリリシズム」
（１２/２３（日）～平成２５年１月１４日（月）最終日１６時迄）

9:00 18:00 無料

1/3（木） 初春唄あしび 13:30 15:30 無料

1/6（日） 新春寄席 13:30 15:00 無料

1/14（月）
小牟禮雄一絵画作品展　「森海のリリシズム」
最終日

9:00 16:00 無料

1/16（水） 奄美パーク休園日

食の安全・安心
を考える講演会

・食品添加物

・農薬

・産地表示…

いろいろ学ぼう！

・食品偽装事件

・中国産冷凍ギョウザ事件

・こんにゃくゼリーの窒息事故

・牛肉偽装事件

・東日本大震災による放射能漏

れ事故

などの食に関する事件事故があ

り、「食」について市民のみなさ

んの関心や心配があることと思い

ます。

　この機会に学習しませんか！

【講師】

　科学ライター

　　 松永  和
わ き

紀  氏

【日時】

　　平成２５年１月１３日（日）

　　午後１時３０分（２時間程度）

【会場】

　　Ａ i Ａ i ひろば２階

　　定員 100 名予定

【主催】奄美市

◎参加申込が必要です。電話での

申し込みも受付けます。

【申込期限】
　　平成 25 年 1 月 7 日（月）

【お問い合わせ・申込先】

　市民協働推進課　市民生活係

　 ５２－１１１１
　　（内線 1715・1716）

入
場
無
料

託
児
所

あ
り
ま
す
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市長の主な動き
　朝山奄美市長の過去１ヵ月における主な動静を紹介する

コーナーです。

■
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。

去
年
は
害
虫
に
悩
ま
さ
れ
、
今
年
は

収
穫
で
き
ま
す
よ
う
に
。（
64
歳
男

性
）

■
先
月
、
久
し
振
り
に
海
洋
展
示
館

へ
行
っ
て
き
た
ば
か
り
。
も
ち
ろ
ん
、

オ
オ
ウ
ナ
ギ
も
み
ま
し
た
よ
。
最
初

ウ
ツ
ボ
か
と
思
っ
て
と
び
の
い
て
し

ま
い
ま
し
た
（
笑
）（
44
歳
女
性
）

■
毎
月
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
い
る
の
で

す
が
出
す
の
は
初
め
て
で
す
。（
56
歳

女
性
）

■
同
級
生
が
待
望
の
マ
イ
ホ
ー
ム
を

建
築
中
で
す
。
お
正
月
は
新
居
で
迎

え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。（
38
歳
女
性
）

■
仕
事
で
な
か
な
か
島
に
帰
れ
な
い

で
す
が
帰
っ
て
き
て
す
る
釣
り
が
何

よ
り
楽
し
い
で
す
！
（
31
歳
男
性
）

■
最
近
ジ
ュ
ー
サ
ー
で
ジ
ュ
ー
ス
つ

く
っ
た
り
ス
ム
ー
ジ
ー
作
り
に
は

ま
っ
て
ま
す
。
こ
れ
で
目
指
せ
健

康
!!
（
30
歳
女
性
）

■
10
さ
い
に
な
っ
た
ば
か
り
で
す
。

絵
を
書
く
の
が
大
好
き
で
す
。（
10
歳

男
性
）

■
注
意
し
た
い
事
!!
奄
美
を
も
っ
と

キ
レ
イ
に
。
最
近
は
や
た
ら
と
ゴ
ミ

の
日
で
は
な
い
の
に
出
し
て
る
人
が

居
て
ゴ
ミ
が
道
に
ち
ら
か
っ
て
ま
す
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
よ
い
年
明
け
に
し

た
い
な
ぁ
。（
29
歳
女
性
）

■
11
月
24
日
の
日
に
野
球
の
練
習
中

に
左
手
親
指
を
骨
折
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
1
年
半
前
の
時
も
右
手
を
骨

折
し
ま
し
た
。
本
当
に
つ
い
て
居
な

い
今
日
こ
の
頃
で
す
が
早
く
治
し
て

復
帰
し
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。（
16
歳

男
性
）

■
毎
日
、
布
団
か
ら
出
る
の
が
つ
ら

く
な
っ
て
き
ま
し
た
ー
。
も
う
冬
で

す
が
食
欲
の
秋
～
冬
・
・
・
い
き
お

い
は
止
ま
り
ま
せ
ん
・
・
・
や
ば
い
～
。

（
28
歳
女
性
）

■
年
末
に
入
り
寒
さ
も
ひ
と
し
お
で

す
が
色
々
の
冬
鳥
が
見
え
る
の
も
楽

し
い
こ
と
で
す
。
畑
を
耕
し
て
い
る

と
人
の
気
配
を
感
じ
な
く
な
る
と
お

り
て
来
て
虫
な
ど
つ
つ
い
て
い
ま
す
。

（
78
歳
女
性
）

■
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
公
私
と
も
に
い
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。（
73
歳
女
性
）

■
次
の
奄
美
市
だ
よ
り
が
出
る
頃
に

は
2
0
1
3
年
に
な
っ
て
い
る
ん
で

す
ね
。
2
0
1
3
年
は
ど
ん
な
年
に

な
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
～
。（
27

歳
女
性
）

あやまる岬観 光公園多目的広 場オープン記 念
グラウンドゴ ルフ大 会の始 球式にて
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３
つ
の
答
え
の
中
か
ら
正
し
い
も
の
を
選

び
、
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

①
世
界
自
然
遺
産
登
録
の
目
標
は
最
速
で

い
つ
ご
ろ
？
（
ヒ
ン
ト
４
Ｐ
）

　

Ａ
…
平
成
25
年
12
月　

Ｂ
…
平
成
27
年
8
月

　

Ｃ
…
平
成
28
年
6
月

②
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
は
ど
こ
に
保

管
し
て
お
く
？
（
ヒ
ン
ト
９
Ｐ
）

　

Ａ
…
冷
蔵
庫　

Ｂ
…
下
駄
箱

　

Ｃ
…
金
庫

③
感
染
性
胃
腸
炎
予
防
の
基
本
は
？

（
ヒ
ン
ト
14
Ｐ
）

　

Ａ
…
手
洗
い

　

Ｂ
…
飲
酒　

Ｃ
…
断
食

■
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
答
え
（
例
：
①

―

Ａ
）、
住
所
、
お
名
前
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）、

年
齢
、性
別
、電
話
番
号
と
、コ
メ
ン
ト
（
感

想
・
身
の
回
り
の
こ
と
な
ど
）
を
書
き
添
え

て
く
だ
さ
い
。
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

で
１
名
様
に
日
本
エ
ア
ー
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
往

復
優
待
券
（
5
割
引
）、10
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
（
５
百
円
分
）、
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ご
応
募
・
お
便
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
宛
先　

〒
８
９
４―

８
５
５
５

　

奄
美
市
名
瀬
幸
町
25―

８

　

奄
美
市
役
所
「
広
報
ク
イ
ズ
」
係

■
締
め
切
り 

1
月
15
日
（
当
日
消
印
有
効
）

■
12
月
号
の
正
解

　

①―

Ｂ　

②―

Ｃ　
③―

Ｃ

（
87
通
中
87
通
正
解
）

抽
選
で
次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
往
復
優
待
割

引
券
（
１
人
）

　

 

奄
み
ん 

さ
ん
（
名
瀬
朝
戸
）

●
図
書
カ
ー
ド
（
五
百
円
）（
10
人
）

　

 

河
村
さ
と
み 

さ
ん
（
名
瀬
浦
上
町
）

　

 

久
野
春
代 

さ
ん
（
名
瀬
小
宿
）

　

 

嶽
本
恵
美
子 

さ
ん
（
名
瀬
佐
大
熊
町
）

　

 

津
島
み
ど
り 

さ
ん
（
名
瀬
末
広
町
）

　

 

越
間
悟 

さ
ん
（
笠
利
町
佐
仁
）

　

 

石
﨑
天
晋 

さ
ん
（
名
瀬
小
俣
町
）

　

 

福
田
洋
子 

さ
ん
（
名
瀬
佐
大
熊
町
）

　

 

り
ん
ご 

さ
ん
（
名
瀬
港
町
）

　

 

ゆ
い
ゆ
い 

さ
ん
（
名
瀬
伊
津
部
町
）

　

 

森
幸
子 

さ
ん
（
笠
利
町
手
花
部
）

奄美市の人口
（住民基本台帳）

平成２４年11 月30 日現在

世 帯 数　23,683世帯

人口総数　４６,268 人

男 性　２１,903 人

女 性　２４,365 人

平成２4 年　火災件数

地　区 11 月 　 年 計

名　瀬 0 11
笠　利 0 4
住　用 ０ 0
合　計 0 15

火の用心

　

氏　
　

名　
　
　
　
　

保
護
者
名

（
11
月
届
出
）

西
田　

妃
代
莉	(

ひ
よ
り)	

健

森　
　

柚
希	

(

ゆ
ず
き)	

大
地

山
下　

玲
音	

(

れ
お
ん)	

一

宮
﨑　

広
務	

(

ひ
ろ
む)	

博
徳

川
畑　

仁
乃	

(

に
い
の)	

卓
也

福
田　

大
喜	

(

だ
い
き)	

貴
幸

中
島　

悠
貴	

(

ゆ
う
き)	

正
幸

福
田　

姫
羅	

(

き
ら)		

孝
仁

浜
田　

皇	
(

り
お
う)	

龍
之
介

迫
田　

菜
々
美	(

な
な
み)	

茂
夫

中
山　

秀
琉	

(

し
ゅ
う
る)	

秀
之

吉
田　

か
ほ	

(

か
ほ)		

聡

佐
々
木　

翔	
(

か
け
る)	

睦

安
田　

直
矢	
(
な
お
や)	

壮
平

小
野　

し
ず
く	(

し
ず
く)	

清
吾

野
田　

啓
太
郎	(

け
い
た
ろ
う)	

信
之

※
保
護
者
の
承
諾
を
得
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

鹿児島県小児救急電話相談（毎日 午後７時～午後１１時）

　夜間における子どもさん（概ね 15 歳未満）の急な病気について、看
護師などが応急処置や医療機関の受診の必要性などの助言を行います。

①携帯電話・プッシュ回線からは      ♯ 8000
②ダ イヤル回線・光電 話 からは       099 - 254 - 1186 
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編
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・
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児
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整

課
 

TEL: 0997-52-1111　
FAX: 0997-52-1001  

〒
894-8555　

鹿
児

島
県

奄
美

市
名

瀬
幸

町
25

番
8

号
E-M

A
IL: info@

city.am
am

i.lg.jp
 

U
RL：

http://w
w

w
.city.am

am
i.lg.jp

/
tw

itter : http://tw
itter.com

/A
m

am
i_City

携
帯

サ
イ

ト
: http://w

w
w

.city.am
am

i.lg.jp
/i/　

…
…

…

▼

満
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も

は
町
の
宝
、
み
ん
な
で
こ
の
子
た

ち
に
誇
れ
る
町
づ
く
り
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

山
田　

泰
雅
（
た
い
が
）
ち
ゃ
ん

平
成
24
年
１
月
23
日
生 

泰
之
（
辺
留
）

島
名　

琉
翔
（
り
ゅ
う
は
）
ち
ゃ
ん

平
成
24
年
１
月
26
日
生 

勇
太
郎
（
中
金
久
）

▲ 奄美文化センターにて、奄美オーケストラと鹿児島の
演奏家たちによる「弦楽の調べ」が開催され、大勢の観
客が素敵な音色に包まれました。（11 月 4 日）

▲ 三儀山のサンドームにて第 24 回名瀬地区福祉スポーツ
大会が盛大に開催されました。（11 月 23 日）

＜材料・分量（4人分）＞
里芋　　400 ｇ

ごま　　小さじ 1

( 田楽みその調味料）

麦みそ　　大さじ 2

砂糖　　　大さじ 1

みりん　　大さじ 1

生姜　　　小さじ 1

　　　　　（すりおろし）

ま～さんどま～さんど
『里芋の田楽』

食生活改善推進員コーナー

～手作りで 島の味を 家庭の味を～

＜作り方>
1.里芋はよく洗い、茎のほうに少し切り込みを入れ、

熱湯の中に入れてゆがき、竹串が通ったら皮を

むく。

2. 鍋に麦みそ、砂糖、みりんを入れ、よく混ぜて

火にかけ、すりおろした生姜を加え、ぽってりす

るまで練る。

3.1の里芋を器に盛り、2 の練りみそをぬり、ごま

をふりかける。

　田楽みそは数日は保存がきくので、多め

に作っておいて豆腐やなす・こんにゃく等に

かけてもおいしい。

中
村　

斗
哉
（
と
う
や
）
ち
ゃ
ん

平
成
24
年
１
月
16
日
生 

誠
（
笠
利
１
区
）

別
府　

拓
音
（
た
く
と
）
ち
ゃ
ん

平
成
24
年
１
月
25
日
生 

紀
人
（
笠
利
２
区
）

守
田　

龍
埜
輔
（
り
ゅ
う
の
す
け
）
ち
ゃ
ん

平
成
24
年
１
月
2
日
生 

勝
彦
（
用
安
）


